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生産年度終了後，生産物は
どの階級にいくら売られるか

年々再生産が行われるための転態
・ＦＳ間----Ｆの農産物20億，Ｓの工業製品10億。直接的交換は不可能。貨幣流通無しには転態は不可能。
・Ｆは農産物10億をＰに，20億をＳに売る，計30億。Ｓは製造品10億をＰに，10億をＦに販売する。
　転態結果は，Ｆに20億Ｇ(地代の支払い用)と10億の消耗した原前貸しの補塡（農具等）。Ｓの手に計20億の原料と生活手段。
・ケネーはＰの20億ＧのほかにＳが10億Ｇを流通に投じると想定（上図中央）。しかし，Ｓによる流通手段10億Ｇの投入は必須条件でない。
・転態を媒介する貨幣の出発点----四つのケース。転態結果はすべて同じ。流通手段還流の法則（前貸しされた流通手段は還流する）

　Ⅰ Ｐ+Ｓ。右引用文でのケネーの説明図解（上図中央，裏面左上図）　　Ⅱ Ｐの地代のみ。バウエルの範式。Igsrashi図解　　Ⅲ Ｐ+Ｆ　　Ⅳ Ｐ+Ｆ+Ｓ

　　　　　　ケネー 「経済表」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cf。マルクスの引用図
　　　　　戸田・増井訳 岩波文庫1961p51，41〜43
　　　　　平田・井上訳p111〜 岩波文庫2013
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